
　　平成29年３月期(予想)の期末配当金額につきましては、会社設立60周年記念配当５円を含んでおります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、おおむね緩やかな回復基調で推移する中、海外経済の減速

懸念や株価・為替の不安定な動きから企業収益や景況感に足踏みがみられるなど、景気の先行きについては、依然

として不透明な状況が続いております。 

食品業界においては、お客様の商品に対する選別の目がより一層厳しさを増すなか、先行き不安から消費者マ

インドが低迷し、節約志向がより鮮明になるなど引き続き厳しい状況で推移しました。 

 

このような状況下、当グループは、平成27年度からの３年間を、中期経営計画ビジョンに掲げた「グローバ

ル・フード・カンパニー」の実現に向けた道筋を盤石なものとする重要期間と位置付け、海外事業と新規事業を中

心とした「成長の加速」、米菓事業のブランド集約及び原価改善などによる「構造改革」、そしてこれらの取り組

みを支える「経営基盤の強化」の３つを戦略の柱とし、更なるブランドの強化と企業価値の一層の向上に努めてお

ります。 

 

中期経営計画の２年目となる平成28年度においては、米菓事業は主力11ブランドに経営資源を集中し、積極的

な販売促進活動を展開するとともに、ブランド維持・向上の観点から、価格競争と一線を画し、お客様視点での商

品価値向上に取り組みました。 

主力ブランドである「亀田の柿の種」は発売50周年、「ハッピーターン」は発売40周年を迎え、記念企画とし

て期間限定商品を発売した他、「亀田の柿の種」のコンセプトショップ『TANEBITS』を百貨店にオープンし、付加

価値を高めた柿の種を通じて新たな顧客層の開拓に努めました。 

これらの取り組みの結果、主力ブランドの売上高は「ハッピーターン」「亀田のまがりせんべい」「手塩屋」

「うす焼」「技のこだ割り」「ソフトサラダ」「揚一番」「ハイハイン」が前年実績を上回った一方、「亀田の柿

の種」「つまみ種」は販売価格改定の反動もあり前年実績を下回りました。加えて、「ぽたぽた焼」も前年実績を

下回りました。 

海外事業については、北米の健康志向の高まりを背景にオーガニック、グルテンフリーのプレミアムクラッカ

ー等が堅調に推移するとともに、海外の生産拠点を活用したクロスボーダー取引を推進した結果、売上高は前年実

績を上回りました。 

新規事業については、お米由来の植物性乳酸菌の需要喚起に取り組んだほか、食糧の備蓄需要の高まりを背景

に長期保存食が堅調に推移しました。 

以上の結果、売上高は23,438百万円（前年同期比4.4％増）となりました。 

 

利益面については、主原料の一部において単価上昇はあるものの、生産効率化やコスト削減に努めるととも

に、国内の連結子会社の増収効果と「亀田の柿の種」等の価格改定効果、加えて円高による原材料調達コストの低

下などにより営業利益は998百万円（前年同期比99.4％増）となりました。 

また、持分法適用関連会社である米国のTH FOODS, INC.とベトナムのTHIEN HA KAMEDA, JSC.からの持分法によ

る投資利益が増加し、経常利益は1,404百万円（前年同期比81.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は806

百万円（前年同期比73.1％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 （資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は24,783百万円となり、前連結会計年度末に比べ96百万円減少

しました。これは主に「現金及び預金」が1,245百万円、「商品及び製品」が302百万円、「その他」が457百万円

それぞれ増加した一方、「受取手形及び売掛金」が2,155百万円減少したことによるものであります。固定資産は

47,740百万円となり、前連結会計年度末に比べ775百万円減少しました。これは主に有形固定資産の「その他」が

780百万円増加した一方、有形固定資産の「建物及び構築物」が160百万円、「機械装置及び運搬具」が421百万

円、無形固定資産の「のれん」が156百万円、投資その他の資産の「投資有価証券」が426百万円それぞれ減少し

たことによるものであります。

 この結果、総資産は、72,524百万円となり、前連結会計年度末に比べ872百万円減少しました。

 （負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は17,812百万円となり、前連結会計年度末に比べ211百万円増加

しました。これは主に「電子記録債務」が326百万円、「賞与引当金」が838百万円それぞれ増加した一方、「支

払手形及び買掛金」が279百万円、「未払法人税等」が336百万円、「その他の引当金」が252百万円それぞれ減少

したことによるものであります。固定負債は10,889百万円となり、前連結会計年度末に比べ610百万円減少しまし

た。これは主に「長期借入金」が451百万円、「退職給付に係る負債」が161百万円それぞれ減少したことによる

ものであります。

 この結果、負債合計は、28,702百万円となり、前連結会計年度末に比べ398百万円減少しました。

 （純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は43,822百万円となり、前連結会計年度末に比べ473百万円減

少しました。これは主に「親会社株主に帰属する四半期純利益」が806百万円及び「剰余金の配当」463百万円に

より、「利益剰余金」が342百万円増加した一方、「為替換算調整勘定」が931百万円減少したことによるもので

あります。

 この結果、自己資本比率は60.0％（前連結会計年度末は59.9％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成28年５月11日に公表し

た業績予想から変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,951 7,197 

受取手形及び売掛金 12,301 10,145 

商品及び製品 2,075 2,377 

仕掛品 758 804 

原材料及び貯蔵品 2,460 2,466 

その他 1,341 1,798 

貸倒引当金 △8 △6 

流動資産合計 24,880 24,783 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,825 9,665 

機械装置及び運搬具（純額） 11,193 10,771 

その他（純額） 9,726 10,506 

有形固定資産合計 30,745 30,942 

無形固定資産    

のれん 2,225 2,069 

顧客関係資産 2,303 2,179 

商標資産 1,647 1,554 

技術資産 878 834 

その他 993 981 

無形固定資産合計 8,048 7,619 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,473 8,046 

その他 1,301 1,185 

貸倒引当金 △53 △53 

投資その他の資産合計 9,722 9,178 

固定資産合計 48,515 47,740 

資産合計 73,396 72,524 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,936 3,656 

電子記録債務 2,300 2,627 

短期借入金 1,928 2,033 

未払法人税等 904 567 

賞与引当金 1,340 2,179 

その他の引当金 688 435 

資産除去債務 91 86 

その他 6,411 6,225 

流動負債合計 17,601 17,812 

固定負債    

長期借入金 4,472 4,021 

退職給付に係る負債 3,817 3,655 

資産除去債務 165 165 

その他 3,044 3,047 

固定負債合計 11,499 10,889 

負債合計 29,100 28,702 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,946 1,946 

資本剰余金 382 382 

利益剰余金 40,800 41,142 

自己株式 △1,891 △1,891 

株主資本合計 41,237 41,579 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,390 1,518 

繰延ヘッジ損益 4 △21 

為替換算調整勘定 2,294 1,363 

退職給付に係る調整累計額 △935 △897 

その他の包括利益累計額合計 2,753 1,962 

非支配株主持分 304 280 

純資産合計 44,295 43,822 

負債純資産合計 73,396 72,524 

 

- 5 -

亀田製菓㈱（2220）平成29年３月期　第１四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 22,452 23,438 

売上原価 12,832 13,300 

売上総利益 9,620 10,137 

販売費及び一般管理費 9,120 9,139 

営業利益 500 998 

営業外収益    

受取利息 2 3 

受取配当金 17 25 

持分法による投資利益 252 376 

その他 33 32 

営業外収益合計 306 437 

営業外費用    

支払利息 7 10 

その他 23 21 

営業外費用合計 31 31 

経常利益 775 1,404 

特別損失    

固定資産処分損 80 39 

米国移民法関連損失 － 194 

特別損失合計 80 234 

税金等調整前四半期純利益 695 1,170 

法人税、住民税及び事業税 349 602 

法人税等調整額 △112 △227 

法人税等合計 236 375 

四半期純利益 458 794 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7 △11 

親会社株主に帰属する四半期純利益 465 806 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 458 794 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 198 126 

繰延ヘッジ損益 2 △25 

為替換算調整勘定 △46 △495 

退職給付に係る調整額 △40 38 

持分法適用会社に対する持分相当額 93 △447 

その他の包括利益合計 208 △804 

四半期包括利益 667 △9 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 677 14 

非支配株主に係る四半期包括利益 △10 △24 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

 米国移民法関連損失

 米国子会社における不法就労問題に関して、司法省との和解に合意したことから、和解金173百万円とそれに付

随する弁護士費用21百万円を特別損失に計上しております。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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